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Speaker： 三角 樹弘氏
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Title:

リサージェンス理論で挑む量子非摂動現象の解明
Abstract:

本セミナーに関する問い合わせ
石川健一: Ishikawa(at)theo.phys.sci.hiroshima-u.ac.jp

082-424-7363(atは@にかえて下さい.）
広島大学先進理工系科学研究科等で他プログラム専門科目および共同セミナーとして受講する者は,出席
する旨, 両角あて(morozumi(at) hiroshima-u.ac.jp; at->@に変更)に５月１５日(土）までに事前に氏名,学
籍番号を連絡すること。

広島大学極限宇宙研究拠点（Core-U）

セミナー 世話人山口頼人、水野恒史、両角卓也 (内７３６４）

概要：量子論，特に場の量子論とそれによって記述される素粒子相互作用の非摂動現象の解析法は，格子
シミュレーションによる数値的手法を除いて一般的に見つかっていない．クォーク閉じ込めと質量ギャッ
プの問題はもちろん，多くの物理量に少なからずQCDセクターからの非摂動的寄与が含まれているため，
非摂動解析法の確立は重要な研究テーマである．また物性論においても高温超伝導や近藤効果をはじめと
して非摂動現象の理解がたびたび重要になる．近年注目を集めるリサージェンス理論は，結合定数など理
論に含まれるパラメータについての摂動展開から，ボレル総和法とストークス現象という飛び道具を用い
て非摂動的寄与を抽出する手法である．この手法は場の量子論の非摂動的定式化という原理的問題にも一
つの可能性を提示しており，単なる解析手法という枠を超えてその重要性が認識され始めている．本セミ
ナーでは，近年のリサージェンス理論の量子論への応用について，複素古典解，Bion半古典解析，赤外リ
ノーマロン，Exact-WKBなどのテーマを中心に最近の発展を概説する．

https://teams.microsoft.com/l/team/19%3abf6918af2da6491e862e94909605d867%40thread.tacv2/conversations?groupId=f184c99c-548b-4651-a39b-7b61b25b5fbb&tenantId=c40454dd-b263-4926-868d-8e12640d3750

